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当文書の目的
「のおと」プロジェクトの各反復を作業分野ごとに評価し、次の反復に役立てることを目的とする。
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1. 反復１回目の評価

1.1 反復１回目での実装機能

· 移動の操作を容易にする（キー移動方法の改善）

· キー移動方法を自由にカスタマイズできるようにした

· 設定はXMLファイルから読み込まれるようにした

· キー移動の初期値として、ダイヤモンドカーソルを導入した

· 図形入力を容易にする（図形キーマッピングの変更）

· 図形キーマップを自由にカスタマイズできるようにした

· キー移動方法同様に、設定はXMLファイルから読み込まれるようにした

· 現在の状態を分かりやすくする（モードとペンスタイルによるアイコンの変更）

· 入力モードの切り替えに応じて、アイコンが変更するようにした

· 文字のサイズに応じて、アイコンが変更するようにした

· 移動中はアイコンが変更するようにした

1.2 各作業分野のまとめ

1.2.1 要求作業分野

作業内容

　実装予定の機能を洗い出し、優先順位をつけることで各機能の要求定義を行った
。

各機能について、画面イメージと機能の説明を記述した画面仕様書を作成した。

作業成果物

　要件定義書

画面仕様書

発生した問題・苦労した点

本来、第1回の反復で実装する予定であった保存・印刷機能を、第2回に繰り越した。第1回の反復のコンセプトはユーザビリティの改善であり、機能の選定が不十分であった。

次の反復で改善する必要があるか・どう改善するか

その回の反復のコンセプトに沿っている機能であるかということを十分に検討したうえで各機能の選定を行うようにする。

1.2.2 分析・設計作業分野

作業内容

　キー入力などの設定をXML形式で保存することを決定して、XML定義書を作成した。

　新機能を考慮した上での、のおと全体のクラス図を作成した。

　モードとペンスタイルによるアイコンの変更機能に焦点を当てた状態遷移図を作成した。

作業成果物

XML定義書
、クラス図、状態遷移図

発生した問題・苦労した点

　先学期の設計文書を探すのに苦労した。

　クラス図が巨大で複雑なため、全体を把握するのが大変だった。
次の反復で改善する必要があるか・どう改善するか

　設計文書など必要な文書はCVSで管理を行う。
クラス図は目的ごとに書くように心がける。
1.2.3 実装作業分野

作業内容

MVC構造を意識したリファクタリングを行った。

XMLファイルから設定を読み込む機能を実装した。

モードとペンスタイルによるアイコン変更機能を実装した。

各設定を行うためのダイアログボックスの雛形を作成した。

実行環境の整備を行った。

作業成果物

実行モジュール、Javaソース・コード、イメージファイル、設定ファイル

Javaソース・コード：582ステップ

イメージファイル：アンカーの状態を示す画像（９ファイル）

設定ファイル：キー設定XMLファイル（4ファイル）

発生した問題・苦労した点

各々のコーディング能力が把握できていなかったため、作業進行にばらつきが生じた
。

リファクタリングはビューの分離作業が途中の段階である。

アイコンの変更機能は、色によるアイコンの色分け機能が未実装である。

ダイアログボックスの雛形は一部バグが残っている。

XMLから設定を読み込むという機能の技術調査に苦労した。

CNSにおけるCVSの容量制限問題の解決に時間をとられた。

次の反復で改善する必要があるか・どう改善するか

各機能を実装するのに必要と思われる時間を予め算出しておき、無理のない実装計画を立てる。

一人が実装で手間取っている場合は、技術力が高い者や手のあいている者がペアプログラミングという形を取って、一緒に実装作業を行う。

1.2.4 テスト作業分野

作業内容

機能ごとにテストシナリオを作成し、シナリオに沿ってテストを実施した。

作業成果物

テストシナリオ、テスト結果

発生した問題・苦労した点

テストケース項目にはなかったバグが、テスト実施後にいくつか発見された。

次の反復で改善する必要があるか・どう改善するか

新機能のテストケースを作成する場合、振る舞いを完全に把握している機能の実装者の監修のもとに、テストケース作成を行うようにする。

また，要求定義の成果物からテストシナリオが作成できるよう、要求定義を厳密に行いより細かい仕様を作成する。

反復２回目の評価

2. 反復３回目の評価

�PAGE \# "'ページ : '#'�'"  ��優先順位を付けることで整理を行った．の方が正しくないかな．


�PAGE \# "'ページ : '#'�'"  ��添付ファイルの名前が要件定義書になっているので，用語の統一だけして下さい


�PAGE \# "'ページ : '#'�'"  ��「作成した」のは実装だから，ここでは，のおとのXML定義書を作成した．にする．


�PAGE \# "'ページ : '#'�'"  ��XML設定ファイルだと，実際にのおとから生成されたファイルだと思われるので，「XML定義書」とかにしたら?


�PAGE \# "'ページ : '#'�'"  ��その他に「実装環境の整備」を入れたら?それで，苦労した点に，CVSの問題で結構時間がかかった，とか書く．


�PAGE \# "'ページ : '#'�'"  ��もっと具体的に書いて欲しいです．把握できていないと何故ばらつくのか．


�PAGE \# "'ページ : '#'�'"  ��これも実装で書く．むしろ，ここには，先学期の設計文書を探すのが苦労したとか，クラス図が大きすぎで把握しにくかったとか書いて，改善点で，クラス図は目的ごとに分けて書く，とかにしたら?
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